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概要 

 
この How to ガイドでは、Jira Cloud Bot - Excel を基に Issue を作成をご紹介します。繰り返しの多い

手作業に貴重な時間とリソースを費やす代わりに、AutoMate に任せて、ロボティックプロセスオー

トメーションで IT とビジネスプロセスを合理化しましょう。AutoMate は手作業を代行することで、

繰り返し作業を大幅に削減し、作業の品質と一貫性を向上させます。自動化されている主なプロセ

スは、レポート作成、ファイル移動、データのインポートとエクスポート、バッチ処理のスケジュ

ーリングです。 

Jira Cloud Bot - Excel を基に Issue を作成は、Jira Cloud REST API をベースにしています。“Issue”HTTP メ

ソッドを実行して Jira Cloud に課題を作成し、その結果で入力 Excel ファイルを更新します。このボ

ットは、ユーザー名とパスワードを使用しないように、Basic API Token 認証方式を使用しています。

詳細については、「前提条件」と「INPUT ファイルの生成方法」のセクションを参照してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

 

 

前提条件 

 
• AutoMate: Jira Cloud bot が動作するためには、AutoMate ソフトウェアが必要です。最低限サポー

トされているバージョンは以下の通りです。 

o AutoMate Ultimate 11.2 

o AutoMate Plus 11.2 

o AutoMate Desktop 11.2 

• AutoMate Markup Language file (.AML): Jira Cloud bot タスクのステップを含む、AutoMate で使用さ

れる主要なファイルタイプです。 

• Jira Cloud: 必要となる最小要件は、以下の通りです。 

o 適切な権限を持つ Jira Cloud アカウント: AutoMate ボットから Jira Cloud の課題を更新で

きるようにするには、新規アカウントを作成するか、課題が属するプロジェクトの、プ

ロジェクトおよび移行課題を参照するための適切な権限を持つ既存のアカウントを使用

する必要があります。課題レベルのセキュリティが設定されている場合、課題を閲覧す

るためには課題レベルのセキュリティ権限が必要です。プロジェクトの権限を管理する

方法については Jira Service Desk Cloud のリンクでさらに詳しい情報を得ることができま

す。管理者権限がない場合は、Jira Cloud 管理者に問い合わせることができます。 

o Jira Cloud API トークン: API トークンは、ボット実行のために割り当てられたユーザーア

カウントに関連付けられます。割り当てられたアカウントでログインし、アカウント設

定 > セキュリティ > API トークン メニューに移動すると、Jira Cloud で見つけることがで

きます。そこで、新しいトークンを作成することができます。API トークンを生成する

方法についての詳細情報は、この Jira リンクで確認できます。以下は、トークン生成の

例です。 

https://confluence.atlassian.com/adminjiracloud/managing-project-permissions-776636362.html
https://confluence.atlassian.com/cloud/api-tokens-938839638.html
https://confluence.atlassian.com/cloud/api-tokens-938839638.html


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

o Jira Cloud API バージョン:このボットは、API バージョンの「最新」の識別子を使用して

作成されています。つまり、常に最新のバージョンを実行することになります。 

 

• Jira Cloud の接続値を設定するために作成する AutoMate 定数: 

o const_JiraCloudURL: ドメインの Jira Cloud の URL 

▪ 例:  https://SANDBOX.atlassian.net 

o const_JiraCloudApiToken: bot 操作のアカウントに関連付けられた Jira Cloud API トークン 

o const_JiraCloudUser: bot 用のアカウントに関連付けられた Jira Cloud ユーザーメール 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
 

 

AUTOMATE タスクをインポートする方法 

 
互換性のあるファイル形式は、ドラッグ＆ドロップでリポジトリに取り込むことができます。 

サーバー管理コンソール(SMC)から、[リポジトリ]セクションに移動します。 

目的のファイルを元の場所からドラッグして、SMC 内のフォルダにドロップします。ファイルは、

フォルダーアイコンまたはメインパネルにドロップすることができます（下図参照）。インポート

されたオブジェクトは、自動的に対応するリポジトリの場所に配置されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
 

 

INPUT ファイルの生成方法 
 

 Jira Cloud ボットに同梱されている入力ファイル「Jira Cloud Create Issues INPUT.xlsx」は、

トランザクションの全項目を自動的に入力するための一覧表を提供します。 

Jira Cloud Issue 作成画面: 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Excel INPUT ファイル 

 

 

 

 

 

注:  

• 赤い項目は必須です 

• INPUT ファイルの I 列から K 列には、結果、Issue ID、Issue Key、および Issue URL が入力

されます。結果の例については、付録 A を参照してください。 



 
 

 

 

JIRA CLOUD BOT - EXCEL を基に ISSUE を作成 を実行する方法 

 
このタスクを初めて実行する場合、いくつかのパラメータを設定する必要があります。 

サーバー管理コンソールを開き、インポートしたタスクを探します。 

インポートしたタスクを右クリックし、編集を選択して編集します。 

 

 

 

ステップ 2 からは、希望する出力に応じて次の変数を編集してください。 

• var_ExcelInputFile: Jira Cloud Bot - Close Issues INPUT.xlsx の完全なパスとファイル名 

例: “D:\Automate\ Jira Cloud Create Issues INPUT.xlsx” 

 

タスクを保存して閉じます。 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

タスクを選択し実行をクリックします。 

 

 

 

Agent を選択し、再度「実行」をクリックします。 

 

  



 
 

 

付録 A – エクセル出力と JIRA CLOUD 課題ビューの例 
 
 

結果が入力された INPUT Excel ファイル: 

 

 

 

 

 

K 列には、Jira Cloud で作成された課題(Issue)の Issue ID、Issue Key、Issue URL が書き込まれることに

注意します。 

 

 Jira Cloud Issues（課題）ビュー結果: 



 
 

 

 
 

付録 B - トラブルシューティング 
 
 
 

• ログ: ボットの各反復は、トラブルシューティングのためにログファイルを作成します。ロ

グファイルは、C:\Automate\Tasks\<<TASK NAME>>の下にあります。デフォルトでは、タスク

名は「Jira Cloud Bot - Create Issues from Excel INPUT」です。 
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